
第３学年算数科学習指導案 

日  時：令和４年１１月２４日 公開授業２ 

対象学級：３年２組 ３４名 

指 導 者：大 城 公 美 

１ 単元名 

 数の表し方やしくみを調べよう（東京書籍 ３年） 

 

２ 内容のまとまり 

 第３学年 「A 数と計算」（５）小数の意味と表し方 

 

３ 単元の目標 

（１）端数部分の大きさを表す際に小数を用いることや小数の仕組みについて理解し，それらを活用し

て 1/10の位までの小数の加減法の計算をすることができる。  

〔知識及び技能〕Ａ（５）ア（ア）（イ） 

（２）数の表現や数のまとまりに着目し，小数の記数法は整数の十進位取り記数法を拡張したものとと

らえ，小数の大小関係や加減法の計算について考え，説明している。 

〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ（５）イ（ア） 

（３）小数の意味や表し方，加減法の計算の仕方について，図や式などの数学的表現方法を用いて考え

た過程を振り返り，数理的な処理のよさに気づき，今後の生活や学習に活用しようとしている。    

                            「学びに向かう力，人間性等」 

 

４ 単元について 

（１）児童について 

  ア これまで，課題解決に向けて，自力解決，ペア学習，集団解決での学び合いという過程で学習

を行ってきている。 

  イ 「大きい数のしくみ」において，整数を数直線に表したり，数の構成を多面的にとらえて数の

見方を豊かしたりする学習経験がある。 

ウ デジタル教科書を使用して，本時の問題場面を一目で分かるように電子黒板で確認したり，自

力解決したノートを写真に撮って共有化し考えを交流したりする学習を行ってきている。 

（２）教材について 

  ア 本教材は，整数の十進位取り記数法の考えを 1より小さい数に拡張したものであり，小数も整

数と同じ仕組みであることを学習し，第４学年「小数のしくみ」「小数のかけ算とわり算」に発展

していく学習である。 

  イ 本教材は，小数の意味や表し方について理解し，加減法の計算ができるようにするとともに，

数学的表現を適切に活用して小数の表し方や仕組み，計算の仕方を十進構造と関連づけて考え，

小数の意味や表し方について振り返り，今後の生活や学習に活用しようとする態度を養うのにふ

さわしいと考える。 

（３）指導について 

  ア 本単元における言語活動の特徴等 

    算数の言語活動として，今までの経験や下記のような算数用語を使い，自分なりの考えをもち，

課題解決にあたり，説明したりまとめを書いたりするようにしたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

イ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた工夫等     

「主体的な学び」を実現するために，整数について様々な見方をしたことをＩＣＴを用いて提

示したり，自力解決が難しい時に見ることのできるヒントカードをタブレット上に送信したりし

て，課題解決に取り組めるようにする。 

「対話的な学び」では，自力解決で書いたプリントをＩＣＴを用いて共有化・視覚化する。発

表する際には，数直線で表したものに式を書き込ませたり，式で表したものを数直線に表して説

明したりするなど，様々な方法を用いて表現する活動を通して，表現力の幅を広げるとともに，

小数も整数と同じように多面的に見ることができるようにする。 

「深い学び」では，小数は整数と仕組みが同じであることと，小数も整数と同じように多面的

に見ることができることを再度確認する。 

  ウ 研究の手立てとのかかわり 

    電子黒板にデジタル教科書を投影し，視覚化する。さらに，電子黒板を用いて整数について様々

な見方をしたことを振り返り，小数についても同様に数直線等を用いて表す学習をすることを見

通す。集団解決の場で，ロイロノートを活用し，友達の考えを共有したり，説明したりすること

によって小数の仕組みについて焦点化する。 

 

５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①小数の意味や小数の

仕組みについて理解

している。 

➁小数の仕組みを活用

して 1/10 の位までの

小数の加法及び減法

の意味について理解

し，計算している。 

 

 

 

①数の表現や数のまと

まりに着目し，小数の

記数法は整数の十進

位取り記数法を拡張

したものととらえ，数

直線に表したり大小

を比較したりしてい

る。 

➁小数の表し方と仕組

みに着目し，小数の加

減法の計算の仕方を

考え，説明している。 

①小数の意味や表し方，加減法の計算の仕方に

ついて，図や式などの数学的表現方法を用いて

考えた過程を振り返り，数理的な処理のよさに

気づき，今後の生活や学習に活用しようとして

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活用させたい用語 

  等分する  小数  小数点  整数  １を１０等分した 1個分  数直線 

 ０と１の間を１０等分する  １目盛りは 0.1  一の位  十の位  百の位 

 小数第一位  不等号  0.1の○個分  0.1を基にして  小数のたし算・ひき算  

  筆算  位をそろえる  あわせて  〇から△少ない  〇が△こ集まった数  



６ 指導と評価の計画（１２時間） 

時 学習活動 

 

指導上の留意点 

 

評価規準・評価方法 

知識・技

能 

思考・判

断・表現 

主体的に

学習に取

り組む態

度 

１ １より小さい数の表し方 

 ・水を 1Lのますではかった

ときの 1Lより少ないかさ

の表し方を考える。 

  

 

・1Lを 10等分した 1こ分の

かさを「0.1L」ということ

を知る。  

・端数部分のかさは，0.1Ⅼ

の 3 こ分で 0.3L，1Lと合

わせて 1.3L になること

を知る。 

・目盛りのついていない 1Ⅼ

のますの図を配布し，自分

なりの考えで目盛りをつけ

た後，考えを交流する。 

ICT(共有化) 

・1Ⅼを 10 等分した図を用い

て，0.1Ⅼを確かめる。 

ICT(視覚化) 

・0.1Ⅼが３こで 0.3Ⅼになる

ことと，1Ⅼが３こで３Ⅼと

表したことから，基にする

大きさの何こ分で表すとこ

ろは整数も小数も同じであ

ることをおさえる。 

ICT(共有化) 

・知➀ 

（観察，

発言，ノ

ート） 

 

・思➀ 

（観察，

発言，ノ

ート) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ・前時の学習を振り返りな

がら小数を使って端数部

分の大きさを表す。  

・用語「小数」「小数点」「整

数」を知る。 

 

・図を用いて，0.1の何こ分か

を確かめる。ICT(視覚化) 

 

・Ⅼ単位がついていない小数

を提示し，1Ⅼますの図から

離れ，数と用語を対比させ

ながら指導する。 

ICT(視覚化) 

・知➀ 

（観察，

ノート） 

 

・思➀ 

（観察，

ノート) 

 

 

 

 

 

 

３ ・8cm7mm のテープの長さを 

cm 単位で表すことを考え

る。  

・長さについて，小数を使っ

た単名数での表し方を考

える。 

・ものさしの図を用いて，長

さの端数部分の表し方を考

えさせる。ICT(視覚化) 

・長さも 1ｃｍを 10等分した

1 個分であることをおさえ

る。ICT(共有化) 

・知➀ 

（観察，

ノート） 

 

・思➀ 

（観察，

ノート) 

 

 

 

 

４ ・数直線に表された小数を

読んだり，数直線に小数

を表したりする。 

 

 

・小数の相対的な大きさに

ついて考える。 

・数直線を提示し，整数の数      

直線との共通点や相違点をお 

さえ，1目盛りが 0.1になっ

ていることを意識させる。

ICT(焦点化) 

・数直線を用いて相対的な大

きさを考えられるようにす

る。ICT(視覚化) 

 

 

・思➀ 

（観察，

ノート) 

 

 

・態➀ 

（観察，

ロイロノ

ート） 

２ 少数のしくみ 

５ ・147.2 の構成について考 ・1,4,7 は何を表すのかを数 ・知➀   



 

 

 

える。 

・用語「小数第一位」を知る。 

・位取り表と数カードを使

って，147.2の構成をとら

える。 

 

の仕組みを用いて確かめ

る。ICT(視覚化) 

・位取り表を用いることによ

り，小数の仕組みも整数の

仕組みと同じであることを

おさえる。ICT(焦点化) 

（観察，

発言，ノ

ート） 

 

 

６ ・数直線を使って，小数の大

小を考える。 

 

・小数の大小を比較する時

には，整数の場合と同じ

ように，位の数字に着目

すればよいことをまとめ

る。 

・数直線に 2.9 と 3 を書き込

んだり，数の仕組みで考え

たりすることを確認する。

ICT(共有化) 

・位取り表を用いて，上の位

から同じ位の数字の大きさ

でくらべられることをおさ

える。ICT(焦点化) 

・知➀ 

（観察，

発言，ノ

ート） 

 

〇思① 

（観察，

発言，ノ

ート) 

 

 

３ 小数のしくみとたし算，ひき算 

７ ・場面をとらえ，立式する。 

 

・0.3＋0.2の計算の仕方を，

0.1を基にして 3＋2 の計

算に帰着して考える。 

 

 

・既習の 30＋20と 0.3＋0.2 

を統合的にとらえる。 

・1Ⅼますの図を用いて場面

を確認する。ICT(視覚化) 

・0.1Ⅼが 3つ分と 2つ分を合

わせることを確かめ，0,1を

基にすると 3＋2 になるこ

とをおさえる。 

ICT(視覚化・共有化) 

・0.1を基にする考え方は，10

を基にする考え方と同じで

あることをおさせる。

ICT(焦点化) 

・知➁ 

（観察，

ノート） 

 

・思➁ 

（観察，

ノート) 

 

 

８ ・前時の学習を使って，0.5

－0.2 や 1－0.4 の計算の

仕方を考える。 

・前時と同様に，0.5－0.2 

の計算を，0.1を基にして

5－2 の計算に帰着して考

える。  

 

・0.1 を基にすると，小数の

減法の計算は整数の減法

の計算方法に帰着して考

えられることをまとめ

る。 

・1Ⅼますの図を用いて場面

を確認する。ICT(視覚化) 

 

・0.1Ⅼが５つ分から２つ分

の引くことを確かめ，0,1を

基にすると５－２で計算で

きることをおさえる。 

ICT(視覚化・共有化) 

・被減数が１の場合も繰り下

がりのある減法でも，0.1の

何こ分かを考えることで整

数の計算と同じようにでき

ることをおさせる。 

ICT(焦点化) 

・知➁ 

（観察，

ノート） 

 

・思➁ 

（観察，

ノート) 

 

 

９ ・2.5＋1.8 の筆算の仕方を

考える。 

・4.3－1.8 の筆算の仕方を

考える。  

・1.2＋2.8，4.2－3.5，5－

1.4 の筆算の仕方を考え

る。 

・小数を筆算で計算した場合

も，0.1が何こ分を表してい

るか確かめる。ICT(視覚化) 

・小数の加減法の筆算も，整

数の筆算と同じように計算

できることをおさえる。 

ICT(焦点化) 

・知➁ 

（観察，

ノート） 

 

〇思➁ 

（観察，

ノート) 

 

 

４ 少数のいろいろな見方 



10 

 

本 

 

時 

・2.8を数直線に表し，いろ

いろな見方や表し方を考

える。 

 

 

・他者の考えを読み取り，図

や式や数直線で表す。 

  

 

 

・2.8 は，数の構成や相対的

な大きさを基にするとい

ろいろな表し方ができ 

ることをまとめる。 

・280㎝と 2.8ｍは同じ記録で

あること，数直線等を用い

て 2.8 を表す学習であるこ

とを確かめる。 

ICT(共有化・視覚化) 

・自力解決したものを共有

し，他者の考えを読み取っ

たり，自分の考えに書き加

えたりさせる。ICT(共有化) 

・2.8 も整数のように様々な

見方で表すことができるこ

とをおさえる。ICT(焦点化) 

 ・思① 

（観察，

プ リ ン

ト，ノー

ト) 

 

・態➀ 

（観察，

ノート） 

11 〔いかしてみよう〕 

・小数を用いて表された身

の回りの道のりや距離を

読み取り，問題解決に取

り組む。 

・自力解決が難しい場合は，

ヒントカードを活用できる

ようにする。ICT(焦点化) 

 〇思➁ 

（観察，

ノート) 

 

〇態➀ 

（観察，

ロイロノ

ート） 

12 ・「たしかめよう」に取り組

む。 

 

・「つないでいこう 算数の

目」に取り組む。 

・自力解決が難しい場合は，

ヒントカードを活用できる

ようにする。ICT(焦点化) 

・基にする数に着目して考え

て学習してきたことを確認

する。ICT(焦点化) 

〇知①➁ 

（観察，

ノート） 

 

  

 

７ 本時の指導(１０時間目／全１２時間)  

（１）目標 

 小数の仕組みや数の構成に着目し，小数について多様な見方や表し方を考え，表現することができる。 

（２）展開 

段階 学習活動 指導上の留意点（◇評価） 

導 

 

入 

 

７ 

分 

１ 問題を把握する。 

 

・ 

280を数直線の図に表し，あわせる・集めた

数・式にするとなど様々な表し方ができたこ

とを確認する。ICT(視覚化・共有化) 

２ 課題を設定する。 

 

 

・数直線図，式，言葉を使って表すことを確認

する。 

・280cm と 2.8ｍは同じ記録であることを確認

する。 

・280はどのような数といえるのか，既習事項

を振り返り，課題につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

３ 課題を解決する。 

（１）自力解決する。 

・数直線の図を用いて，式に表したり言葉で説

明したりして解決する。 

 

（２）交流する。 

 

 

・自力解決が難しい子は，資料箱にあるヒント

カードを参考にして学習を進められるよう

にする。 

 

2.8について，280と同じようないろいろな見方ができるか考えよう。 

2.8はどのような数か調べよう。 



 

33 

分 

〇小グループ 

 

 

 

〇全体 

・ロイロノートのカメラ機能で撮影し提出

された考えを共有し，話合いをする。 

ICT(焦点化・共有化) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ まとめる。 

 

 

 

５ 適用問題を解く。 

 

・小グループの交流では，プリントを見せなが

ら自分の解決した方法を発表させる。自分と

同じ方法でも，表現の仕方の相違点に気を付

けて聞くように意識させる。 

・全体の交流でも自分の方法や表現の仕方と

の相違点を考えて発表を聞かせる。 

・数直線と式と言葉を関連させて考えを発表

させる。また，他者の考えを発表させること

により，小数について多様な見方や表し方が

できるようにする。 

・どの方法も整数の見方と同じように表すこ

とができることをおさえる。 

 

 

 

 

 

 

 

・どの考えか，数直線や式で表せないかも考え

させる。 

 

終 

 

末 

 

５

分 

６ 振り返りをする。 

・振り返りをノートに書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小数は整数としくみが同じなので，同じような見方ができる。 

◇【思・判・表①】〔観察・プリント〕 

小数の仕組みや数の構成に着目し，数直

線や式を用いて，小数の多様な見方や表

し方について考え、説明している。 

◇【態度①】〔観察・ノート〕 

主体的，対話的に問題解決に取り組むと

ともに，小数の仕組みや数の構成を活用

して問題解決したことを振り返り，価値

づけている。 

(振り返り例) 

 小数も整数と同じようにいろいろな見方ができると分かりました。他の数でも数直線や

式で表してみたいです。○○さんの説明が分かりやすくてよかったです。 

 



 

      

 

 

                            あわせた数        

                                    

  

280 はどんな数？ 

 

 

  

（３） 板書及び電子黒板等の計画 

 ア 板書 

 

 

 

 

 

  

①たし算        ②ひき算                 

  

                                                                         

  たし算 

２８０＝２００＋８０  ２８０＝３００－２０ 

  

  

 

 集めた数 

  

③あわせた数       ④集めた数             ひき算  

 

                  

   

                   

 

 

 

 

 

 

 

イ 電子黒板 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

2.8について，280と同じようない

ろいろな見方ができるか考えよう。 

小数は整数としくみが同じなの

で，同じような見方ができる。 

①２００と８０をあわせた数 

➁２８０＝３００－２０ 

③２００と１０を８こあわせた数 

④１０を２８こ集めた数 

問題 課題 

２．８＝ ２ ＋０．８ 

まとめ 

２．８＝３－０．２ 

280は 200と 10を８こあわせた数 

2.8は２と 0.1を８こあわせた数 

 

280は、10を 28こ集めた数 

2.8は、0.1を 28こ集めた数  

 

問題提示・課題把握(視覚化) 

2.8がどのような数か調べよう。 

０   １   ２   ３   ４   ５ 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自力解決(焦点化) 

教師が配付したプ

リントを使って，

数直線に書き込ん

だり，立式したり

しする。 

 

自力解決が進まない子

には，ヒントカードを

資料箱から取り出して

して，2.8を表す手助

けにする。 

 
集団解決(共有化・焦点化) 

 


